









ポ ー ル ・マ ー シ ャル の
『ブ ラ ウ ンガ ー ル ・ブ ラ ウ ンス トー ンズ』
にお け る 「家 」
阪 口 瑞 穂
ポール ・マーシャル(PauleMarshall,1929-)の『ブラウ ンガール ・ブ ラ
ゥ ンス トー ンズ』(BrownGirl,Brownstones,1959)を考 えるとき、 タイ ト
ルに使 われて いるブ ラウ ンス トー ンズの意味を考 え る必要 があ ろう。 ブラウ
ンス トー ンズとは、 赤褐色砂岩の 「家」 ということであ る。 この赤 褐色砂岩
の 「家」 は、 ポール ・マ ーシ ャルを含む西 イン ド諸島出身 の人々に は特別 の
意 味を持 って いる。19世紀末 頃か ら1930年頃 までの間 に、 イギ リスな どの植
民地 政策 の もとで苦 しんで いた西 イ ン ド諸島の人 々の多 くは、 アメ リカへ移
住 した。 ポール ・マ ーシ ャルの両親 は、バ ルバ ドス出身の人々が形 成す るバ
ジャンと呼 ばれ るブル ッグ リンのコ ミュニティに住みつ いた。バ ジャンの人々
は、 その多 くが、勤勉で、教育熱心で、向上心が強い。 ポール ・マー シャル
は、 自伝 的 な短編の 中で、母親 を含 むバ ジ ャンの女性 た ちは、 よ く働 き、お
金を貯めて赤褐色砂岩の 「家」 を買 うことが彼女たちの夢で あると語 ってい
る。
They might even one day accumulate enough dollars, with both 
them and their husbands working, to buy the brownstone houses 
which, like my family, they were only leasing at that period. 
This was their consuming ambition: to "buy house" and to see 
the children  through!)
ポール ・マー シャルの別 の小説 『あ る讃歌』で も、「家」 の言 及 が多 く見
られる。主人公 エイ ヴィー は、赤褐色砂岩 の 「家」 に住 む ことを次 のように
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夢見 ている。
あるいはもっと良いことは、彼 らは褐色砂岩製の家の地下室と客間のあ
る階を借 りられるか もしれない。(中略)褐色砂岩の家な ら、夏子供 た
ちを遊ばせてやれる裏庭もあるだろう。自分とジェイのためのちゃんと
した寝室 も、 シスが一人で占有できる3っ 目の寝室も、大 きなダイニン
グルーム もあるだろう。2)
このよ うに、 「家」 は、 ポール ・マー シャルの作 品を読 む際に、重要 な手掛
か りを提供 して くれるよ うに思 われ る。 そ こで、「ブラウ ンガー ル ・ブ ラウ
ンス トー ンズ』 における 「家」 の意 味、 そ して、「家」 に関連 す る事柄 一 部




In the somnolent July afternoon the unbroken line of brownstone 
houses down the long Brooklyn street resembled an army massed 
at attention. They were all one uniform red-brown stone. All with 
high massive stone stoops and black iron-grille fences staving off 
the sun. All draped in ivy as though mourning. Their somber 
 facades, indifferent to the summer's heat and passion, faced a 
park while their backs reared dark against the sky. They were 
only three or four stories tall — squat — yet they gave the impres-
sion of formidable  height.3)
ここで注目すべきことは赤褐色砂岩の 「家」が否定的なイメージで描かれて




勢を した軍 隊にた とえ られて いる。 さ らに、 「太陽 を寄 せっ けない黒 い鉄格
子の柵」("blackiron-grillefencesstavingoffthesun")、「嘆 き悲 しん
で いるよ うな蔦」("ivyasthoughmourning")、「陰気 な正面 」("somber
facades")、「恐 るべ き高 さ」("formidableheight")などの表 現 か ら、 陰
鬱で重苦 しい雰 囲気 が伝 わ って くる。
主人公 セ リーナ ・ボイスとその家族 が住 む この 「家」 は、 白人か ら借 りて
いて、 さ らに、 い くっかの部屋 を人 に貸 してい るのだが、後 に、母親 が この
「家」 を買 い取 ることとなる。「家」 を買 うことが理想 であ るはずなのに、 そ
の憧れ の対象 と しての 「家」 が否定的 に描 かれ るの は何故 であろ うか。 ボイ
ス家で、 「家」 を買 うことに熱心なの はセ リーナの母親 シー ラであ る。 シー
ラだけが 「家」 を買 うことに執着 している と言 い換 え ることができ る。赤褐
色砂岩 の 「家」 とは即ち シー ラを表 してい ると、 まず捉 えることがで きよう。
この小説 は、 セ リーナに近 い視点 か ら語 られてい ることを考 えれば、 セ リー
ナが母親 を 「威圧感 を与 える、恐 ろ しい存在」 として捉 えていたこ とと、威
風堂 々 と した 「家」 のイ メー ジとが重 なるのも当然であろう。さらに、セ リー
ナに とって、母親 は単な る一人 の人間 ではな くて、 バ ジャンの女 たち全員 を
象徴す る存在 であ る。("Shecouldneverthinkofthemotheralone.It
wasalwaysthemotherandtheothers,fortheywerealike..."[10])
シー ラはバ ジャ ンの女たち、 ひいてはバ ジャンの コ ミュニテ ィの代表 である
か ら、赤褐色砂岩 の 「家」 もバ ジャンの コ ミュニテ ィを表 している と考 える
ことがで きる。小説 の タイ トルの ブラウンス トーンズ も複数形 であ るし、小
説 の冒頭 で も"brownstonehouses"と複数形 にな って いることに注 目す れ
ば、赤褐色砂岩 の 「家」 がバ ジャンの コ ミュニ ティを比 喩的に表 している と
言 えよ う。
「家」 は、 シー ラに とってみれば、「手 に入れ るのが難 しい」 もの で あ る。
「家」 を買 うために、身 を粉 に して朝 か ら晩 まで働 き、 質素倹 約 して貯 蓄 を
しな ければな らない とい う大 変な苦労 を強 い られ るの だ。 そ の うえ、 「家 」
を買 うことが で きな い とバ ジャ ンの社 会 で は成 功 した とはいえな いの で、
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「家」 を買 うの は彼女 に とって一 種の義務 であ る。 このよ うな理 由で、 シー
ラにと って、「家」 は 「恐 ろしい」("formidable")存在 な ので あ る。 夫 デ
イ トンは、故郷バ ルバ ドスの土地 を相続 したことを姉の手紙 で知 り、故 郷 に
帰 って南部の 白人農園主 の住 む よ うな 「家」を建て ることを夢見 る。 ところ
が、 シーラは夫 に内緒で土地 を売 り、 「家」 を買 う頭金 に充 てようと考 える。
この土地問題 をめ ぐって夫婦 の仲 はこ じれ、 やがて、 デイ トンは 「父」 の役
割 も 「夫」 の役 割 も放棄 して家 を出 ることとな る。 そ うな ると、 「家」 を買
うとい う大変 な重荷 を シー ラが一人 で背 負 わな けれ ばな らな いの であ る。
「家」 を買 うの が理想で あるシーラにとって も、「家」 はや は り 「恐 ろ しい」
ものであ る。
妻 シー ラその もの、 あるいはバ ジャンの コ ミュニティを連想 させ る赤 褐色
砂岩 の 「家」 は、 デイ トンにとって、「束縛」 や 厂恐怖」 を感 じさせ る もの
である。勤勉 に働 いた り、真面 目に努力 して着実 に物事を積み重ねてい くの
が苦手 で、何事 も中途半端で挫折 して しま う彼 は、バ ジャ ンの社会 のはみだ
しものである。バ ジ ャンの社会が理想 とす る生 き方か ら逸 脱 してい るデイ ト
ンに とって 「家」 は、苦痛を生み出す もの以外の何物 で もない。
主人公 セ リーナにとって も 「家」 は、 いっ も苦 々 しい記憶 と結 びついてい
る。「家」 を買 うことをめ ぐってく両親 は不仲 にな り、父親 は家 を 出て、 自
殺をす るのであ るか ら。 また、 セ リーナはバ ジャンのコ ミュニティの規範 に、
疑問を感 じ、批判 す る。 この ことはまた後 に触 れる。 さ らに、 セ リーナが住
んでい るあた りの一連 の赤褐色砂岩 の 「家」 は もと もと白人 の ものであ った
ので、 それぞれの 「家」 は、 ゴシック、 ロマネスク、バ ロ ック、 ギ リシア様
式 とい った、西洋 の伝統 に もとついて建 て られている。「家」 の内部 の装 飾
も、天使 の彫刻 が施 されていて、西洋風 である。従 って、 セ リー ナは 「家」





以上のように、小説の冒頭の赤褐色砂岩の 「家」の描写 には、 この作品の
重要ないくっもの要素が凝縮 されているように思われる。「家」に関連 して、
次に、ある 「空間」が登場人物の性格 と深 く関わっていることを考察する。
まず、シーラを最 もよく表 しているのは、彼女の 「台所」である。デイ トン
はシーラのいる 「台所」に対 して、次のような感情を抱 く。
In the basement he paused uneasily at the kitchen door, shaken 
as always by the stark light there, the antiseptic white furniture 
and enameled white walls. The room seemed a strange unfeeling 
world which continually challenged him to deal with it, to impose 
himself somehow on its whiteness. (22)
「台所」 は 「殺菌 され て いて」("antiseptic")、白 い家具 や壁 は、 「台所 」
とい う 「空 間」 の 「白 さ」 を強調 してい る。 「殺菌 されてい る」 とい う表現
は、 シー ラの人 を寄せ っけない威厳、 目的の遂行 のために は手段 を選 ばない
冷 たさを思 い起 こさせ、 さ らに はデイ トンを死 に追 い詰 めた ことと も関 わ っ
て いるで あろ う。 それ に、「殺菌す る」 ということは生命 を産 み 出 さない と
いうことで あ り、 シー ラとデイ トンの夫婦仲が冷 めて いる とい う 「性の不毛
さ」 まで も暗示 してい る。 また、「白さ」("whiteness")に対 す る シー ラと
デ イ トンの対照的な反応 は、両者 の違 いを際立 たせ る。 デイ トンは、 「不 安
そ うに」("uneasily")、「台所」 に入 るのに対 して、 この後 の描 写 で シー ラ
は、「楽 に」("easily")、白い 「台所」 の中に立 っているのである。 っ ま り、
デイ トンはア メ リカ という社会 に入 って いな いのであ るが、 シー ラはアメ リ
カ社会 に どっ しりと根 をお ろ して いるのであ る。4)生活 の向上 を求 めて アメ
リカに移住 した彼女 は、 働 いてお金をためて、 「家」 を買 う とい う 「ア メ リ
カ ン ・ドリーム」 の実現 のため に奮闘 してい るのであ る。5)
デイ トンのお気 に入 りの 「場所 」 は 「サ ンルーム」 であ る。「サ ンル ーム」
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という日光が さんさんと降 り注 ぐ 「夏」 を思 わせ る 「空間」は、デイ トンの、
呑気で、おお らかで、楽観的 で、 明るい性質 をよ く表 して いる。 「冬」 の イ
メージのシー ラとは正反対で ある。
They were very proud of the sun parlor. Not many of the old 
brownstones had them. It was the one room in the house given 
over to the sun.... Her father was there, stretched dark and limp 
on a narrow cot like someone drunk with sun. (8)
「サ ンルーム」 は、「台所」 や居 間や寝室 とは異な り、 家 の中 に必 ず しも必
要 な 「空間」 ではない。 それ は、実利 的な日常性 を持 たない、娯楽的 な非 日
常的な 「空間」 で、独立 した 「空間」 である。 これ は、 デイ トンが家族 の中
で も、バ ジャ ンの コ ミュニテ ィか らも、 アメ リカの社会か らも疎外 されてい
ることと関 わ っている。 また、 「サ ンルーム」の中に置かれている 「簡易ベ ッ
ド」("cot")にも注 目 したい。 デイ トンはい つ も この 「簡易 ベ ッ ド」 に横
たわ っているのであるが、 どっ しりとしたベ ッ ドで はない、持 ち運 びの自由
な、簡単 な造 りの布製 のベ ッ ドは、安定 した基盤 を もたず、放浪す る彼 の特
質を示 して い る。 デイ トンと後 にセ リーナの恋人 になるクライヴは、共通 す
る特性が い くっ もあるが、 クライヴの部屋 にはベ ッ ドが な くソフ ァーに寝 て
いたことは、 「簡易ベ ッド」 に寝 て いた デイ トンのイ メー ジ と重 な り、 二 人
が社会 に溶 け込 めずに 「か りそめの」生活 を送 っていたことを強調す る もの
で あろ う。
III
父 の死後、 セ リーナは父親 の考 え、生 き方 をそのまま自分 の中に抱え込み、
心 を閉 ざ して、深 い悲 しみに くれ る。父親 の生 き方 を引き継 いだ ことは、彼
女が父親 の使 っていた 「サ ンルーム」 を 自分 の ものにす る ことか らうかが う
ことがで きる。 デイ トンを表 して いた 「サ ンルーム」とい う 「空間」がセ リー
ナによって占有 されるのである。 セ リーナの親友 ベ リルの父 は仕事 に成功 し
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て、赤褐色 砂岩の家の立ち並 ぶ フル トン ・ス トリー トを出て、 クラウ ン ・ス
トリー トに立派な家を建て る。新築 の家のベ リルの部屋 に招 かれた友人の一
人が セ リー ナに、 自分 だけの 「部屋」 を持 ってい るか尋 ねる。それに対 して、




父 の思 い出を胸に 「サ ンルーム」 に引 っ越 したセ リーナは、彼女 の精 神的
な荒廃 を表 して いるかのよ うな黒い衣服を常 にまとい、悲 しみの殻 に閉 じ籠
もって しまう。そんな彼女 に安 らぎを与 えて くれ るのは、 ミス ・メア リーの
「部屋 」で ある。 ミス ・メア リーは、 セ リーナの家 にか つ て住 んで いた 白人
の使用人 で、今 はセ リーナの家 に間借 り して いる。 セ リーナ は、母親 に大学
に行 くよ うに勧め られ、よい職 業にっ くことを期待 されてい ることに嫌気 が
さ し、 ミス ・メア リーの 「部屋」 に逃げ込む。 この老婦人 の 「部屋」 で彼女
の昔話 を聞 きなが ら、 セ リーナ は束 の間の安 らぎを得 る。
For the room with its musky smell of the past and stale light 
was comforting. Its timelessness meant there was neither time 
nor change and she could imagine, sitting there in her black 
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友人 で ある。 サギー は、18歳の セ リーナ にラム酒 を与 え、 生 真面 目で、 男
女 の ことに疎 い彼女 に性 の魅 力を教え、恋人 をっ くるよ うに勧め る。 デ イ ト
ンの死後、無気力 で、感覚 が麻痺 していたセ リーナは、 サギーに励 ま されて
生 きる気力 を取 り戻 し、黒 い衣服 を脱 ぐ決意 をする。 このよ うに、堅 く閉 ざ
されたセ リーナの心 を開 いて、 明 るい希望 を抱 かせ たサギーの役割 は、 「扉」




ところが、 セ リー ナの心を慰 め、安 らぎを与えて くれ た ミス ・メア リーと
サギー をシーラは追 い出 して しま う。 セ リーナを大学 に行かせ る資金 の ため
に、部 屋を さ らに細 か く区切 って、間借 り人 の数 を増 や し、 部屋代 を値 上 げ
す るというのが表 向 きの理 由であ るが、 シーラの心の中には、社会か らドロッ
プアウ トした人 々を受 け入 れた くない とい う気持 ちが強 くあ る。 このよ うに
して、赤褐色砂岩 の 「家」 か ら、貧 しい白人、 バ ジャンの規範 か らはずれ る
人 は追 い出されて しま うのであ る。
セ リーナは特 にサ ギーを失 った ことで精神的 な痛手 を受 け る。 セ リーナは
大学 に行 くが、友人 の輪 に も加 わ らず、一人で図書館で 過 ごす ことが多 い。
彼女 は、大学で起 きる出来事 を、高 いバ ルコニーか らなが あている劇 のよ う
に非現実的 に感 じる。("Thiswasrealwhileeverythingthathappened
atschoolhadtheunrealityofaplayviewedfromahighbalcony."
[212])高いバ ル コニーか ら世界 をながめ るとい う姿勢 は、 この小説が セ リー
ナの視点か ら語 られて いることと重な る。セ リーナ は他 の登場人物か ら一歩
離 れた ところに位 置 し、第三者的な立場 をいっ もとって いる。 これ は、小説
の最初 で、家 族の写真 の中に、セ リーナだ けが写 っていない ことに比 喩的に
表 されてい る。
セ リーナは、 どの 「場所」 に も属 さない。彼女 は、大学 に も、友人 たちの
輪 に も属 さないが、 バ ジャンの社会 に も属 して いな い。 母親 に連 れ られて
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"TheAssociationofBarabadianHomeownersandBusinessman"とい う
組織 の会 合場所 に出かけ る。人 々の演説 や議論を聞 きなが ら、 セ リーナはバ
ジャンの人間で あるに も関 わ らず、孤独感 と疎外 感を抱 く。
Their voices crisscrossed around her like wires, but somehow held 
no meaning. What was it that made them so unreal? Why 
should she feel such loneliness and alienation among them when, 
after all, they were her people? Where was her place if not with 
them? (226-27)
セ リーナ は自分 の存在 すべ き 「場所」 が どこにあ るのかわか らない。 セ リー
ナは意見 を求 め られ ると、 組織 の体質 を辛辣 に批判す る。母 やバ ジ ャンの社
会 に対す る不満 が一気 に爆 発す る。組織 の もっ、弱 い ものを排除す る強者の
論理、 目的遂行 のためには人を傷っ けて も構 わな いという考え、異 質な もの
を受 け入 れない偏狭 な見方 などに対 してセ リーナ は激 しく攻撃 する。 これ ら
の考え はまさに白入社会 がバ ジャンの黒人た ちを支配 す る原理 と同 じで はな
いだ ろうか。
セ リー ナは、会合で このよ うな暴言 を吐いたあ と、 「部屋 」 を 出 よ うとす
るが、 「扉」 を開 け るのをため らう。手厳 しく批判 は したが、 セ リーナ には
母 や コ ミュニ ティを いとお しむ心 と尊敬 、憧 れ の気持 ちが あるの で、 そ の
「部屋」 の 「光 のあ る暖か さ」("thelightedwarmth")を断 ち切 って、冷 た
い通 りに一人 で出 ることに躊躇す るのである。 ここに、セ リーナの母やコ ミュ
ニテ ィに対 す るア ンビヴ ァレントな気持 ちが現れ てい る。寒 々と した孤独 な
世界 への 「扉」 を開 け られ ないでい ると、 セ リーナは背後 に男 の影 を感 じ、
彼 に 「扉 」 を開 け る よ うに頼 む。("_thenrememberingtheshadowy
figurebehindher,sheaskedsoftly,`Wouldyoumindopeningthedoor
forme?"'[228])「扉」 を開けて くれませんか とい うのは比喩 的 な意味 あ
い も帯 びている。 「扉」 を開 けた29歳の青 年 クライ ヴは、 セ リー ナの心 の
「扉」 を開 き、彼女 の青春が花開 くことにな るのであ る。 セ リーナ は彼 と恋
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に落 ち、 彼女 の中で堅 く萎縮 して いた自己がゆ っくりと外 に向か って流れ 出
す。
セ リーナ は彼 と関係を もっ ことによ って、彼女の固 い蕾の ような少年 を思
わせる身体 は、女性 と して成熟 し、女性で ある喜 びに目覚め る。 セ リーナは
愛 する人 に愛 されて、心 の支え と安定 を得、次第 に人生 を前向 きに、積極的
に生 きるよ うになる。大学で ダ ンスのサークルに入 り、 ダ ンスの才能 を発揮
す る。 ダンスを通 して 自己表現す ることに新鮮 な喜 びを感 じる。同 じサーク
ルの白人女性 レイチェルとも友情が芽生 える。 クライヴとい う恋人 を得 た こ
とで生 き生 きと した生活 を送 るセ リーナとは対照的 に、 クライヴはデイ トン
と同 じよ うに空虚 な目を して、人 を寄せっ けないよ うな超然 と した雰囲気 を
漂わせ、世捨 て人 のように暮 らす。 セ リーナが傷っ き、最 も必要 と して いる
ときに クライ ヴは母親の所へ行 って しま うので、セ リーナは彼 と別れ る決心
をす る。 セ リーナの心 の 「扉」を開 け、女性 と して、人間 と して成熟す るの
に大 きな影響 力 を及 ぼ したクライヴか ら離れて、一人立ち しようとす るセ リー
ナの決意 は、 彼 の 「部屋」 の 「鍵」を返す とい う行為 に比喩的 に表 されて い
る。("Whenthegateswungshutbehindhimshedetachedhiskeyfrom
herkey-ring..."[297])
セ リーナが深 く傷つ き、 ク ライヴに聞 いて もらいたか った こととは、人種
差別 の体験 で ある。舞台で素晴 らしい踊 りを披露 したセ リーナは、同 じダ ン
スのサー クルの 白人 の友人 の家 に招か れる。友人 の母親 はセ リーナを一人 の
入間 と してで はな く、黒人 と して しか見 ることができない。 しか も、以前雇 っ
ていた西イ ン ド諸 島出身 のメイ ドのイメー ジと重ね て彼 女 を見 るの で あ る。
ただの黒人の女 の子 であるセ リーナが ダンスで大成功 を収 めた ことに腹 をた
てた白人 の婦人 は、彼女 を 「黒人 とい う人種 は ダンスが上手 い」 とい うステ
レオタイ プにはめ込 み、 メイ ドとい う地位 に貶 めない ことには、腹 の虫が お
さまらないので ある。人種 の壁 を越 えて レイチ ェル と友情が芽生 えた と感 じ
て いたセ リーナに とって、 この婦人 の言葉 は彼女 に大変 な精神的衝撃 を与 え
る。 家を飛 び出 したセ リーナは暗 い通 りに出、空 き店舗の 「ショーウィン ドー」
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に映った自分の姿を見る。
With trembling fingers she found her handkerchief and, wetting it, 
wiped off the stage make-up and then rubbed the dirt from the 
window. She peered shyly at her reflection  — the way a child 
looks at himself in the mirror. And, in a sense, it was a discovery 
for her also. She was seeing, clearly for the first time, the image 
which the woman ... saw when they looked at her  .... Her dark 
face must be confused in their minds with what they feared most: 
with the night, symbol of their ancient fears, which seethed with 
sin and harbored violence .... (291)
「ショーウィンドー」が 「鏡」のようにセリーナの姿を浮かび上が らせ、彼














連帯感を強 く感 じる。彼女 は両親の故郷へ旅立つ決心をする。
小説の最後の場面で、セ リーナは赤褐色砂岩の 「家」が立ち並ぶ通りを懐
かしそうに歩 く。開いている窓からスペイン語の歌が聞こえ、それを聞きな
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が ら、彼女は赤褐色砂岩の 「家」の行 く末について思いをめぐらす。市の計
画により、それらの赤褐色砂岩の 「家」は取 り壊されて新 しい 「家」が建て
られることになっている。そこで、彼女は 「家」が壊されたあとの荒廃 した
情景を頭の中で思い描 くのだ。爆破された 「家」の壁や柱や階段が瓦礫の山
の中にそびえたっている様子を想像 した後、市が新 しく建設中の 「家」に思




And suddenly she turned away, unable to look any longer. For it 
was like seeing the bodies of all the people she had ever 
known broken, all the familiar voices that had ever sounded in 
those high-ceilinged rooms shattered  — and the pieces piled into 
this giant cairn of stone and silence. She wanted, suddenly, to 
leave something with them. But she had nothing.... Then she 
remembered the two silver bangles she had always worn. (310)
セ リーナは、赤褐色砂岩の 「家」が壊されるのを想像するうちに、「家」 が
壊されると同時に、バジャンの人々の身体が壊され、馴染み深い人々の声が
ばらばらになるような錯覚をおぼえるのである。そして、突然、彼女 は何か
を残 したいという衝動にか られる。いっ も身につけている銀のブレスレット
を腕か らはず し、天に向か って放 り投げる。 ブレスレットは月の光を浴びて
銀色に輝き、弧を描いて落ち、地面の石に当たって微かな音をたてる。そこ
で、小説は閉 じられる。銀のブレスレットはバルバ ドスで作 られたもので、
バジャンの女性は、生まれた時か らそれを身につける。 このブレスレットは
セ リーナの赤褐色砂岩の 「家」を大切に思う気持ち、バジャンとしての誇 り、
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